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分ける実践が蓄積され、多岐にわたる学習方法があるとしながら、主なものとして、レクチャー









































分類した場合、 3つの段階がある O 最初の段階は、おとなの学習者をあくまで教育対象として
とらえ、学習主体として位置づけない考え方である O おとなの学習者よりも教える教科や課題
のほうに教育者の関心があるという点で、学習課題論・学習内容編成論は、この立場に位置づ
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